
 

 活動計算書 

 

  令和5年1月1日から  令和5年12月31日まで 

 

特定非営利活動法人 手と手の森 

  

科目 金額（単位：円） 
Ⅰ 経常収益    
  １ 受取会費    
    正会員受取会費 0 

   0 
  

    賛助会員受取会費 0  
  ２ 受取寄附金    
    受取寄附金 2,553,661 2,553,661  
    施設等受入評価益 0   
  ３ 受取助成金等    
    受取民間助成金 0 0  
  ４ 事業収益    
    地域に根差した文化・芸術に関する事業収益 0 0  
  ５ その他収益    
    受取利息 32   
    雑収益 0 32  
  経常収益計   2,553,693 
Ⅱ 経常費用    
  １ 事業費    
     (1) 人件費    
      給料手当 0   
      臨時雇用金 0   
      法定福利費 0   
      人件費計 0   
    (2) その他経費    
      業務委託費 215,600   
      消耗品費 1,038,619   

交際費 46,748   
会議費 8,090   

      その他経費計 1,309,057   
    事業費計  1,309,057  
  ２ 管理費    
     (1) 人件費    
      役員報酬 0   
      人件費計 0   
    (2) その他経費    
      通信費 89,831   
      支払手数料 292,721   
      租税公課 15,000   
      消耗品費 67,101   
      旅費交通費 969   
      その他経費計 465,622   
    管理費計  465,622  
  経常費用計   1,774,679 
    当期経常増減額   779,014 

税引前当期正味財産増減額   779,014 
    法人税、住民税及び事業税   0 
    前期繰越正味財産額   △9,770,022 
    次期繰越正味財産額   △8,991,008 

 

  ※ 当該年度はその他の事業の実施していません。 
 
 



（注）その他の事業を定款で掲げていない法人は、この脚注は不要。 

 

（注） 重要性が高いと判断される使途等が制約された寄附金等（対象事業等が定められた補助金等を含

む）を受け入れた場合は、「一般正味財産増減の部」と「指定正味財産増減の部」に区分して表示

することが望ましい。表示例は以下のとおり。 

(一般正味財産増減の部)    

Ⅰ 経常収益    

 １ 受取寄附金    

   受取寄附金振替額 ×××   

   ・・・・・・・・    

Ⅱ 経常費用    

  援助用消耗品費 ×××   

  ・・・・・・・・・    

（指定正味財産増減の部）    

 受取寄附金 ○○○   

    ・・・・・・・    

 一般正味財産への振替額 △×××   
 

 

 （備考） 

  １ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４番とする。 

  ２ 定款上、「その他の事業」に関する事項を定めている場合で、その他の事業を実施していないときは、上

記の脚注のように記載し、その他の事業を行う場合は、７頁～８頁の書式例のように活動計算書を作成す

る。 

  ３ 「事業費」とは、法人の事業の実施のために直接要する費用で、管理費以外のものをいい、当該事業の実

施のために直接要する人件費、交通費等の費用が含まれる。）等が挙げられる。なお、事業報告書に記載し

ている内容との整合性を図る。 
４ 特に、費用規模（事業費＋管理費）でみた特定非営利活動に係る事業の割合、総費用に占める管理費の割
合等は、特定非営利活動を行うことを主たる目的とすること、営利を目的としないものであることという法
定要件への適合性の判断材料となる。この点については、「北海道におけるＮＰＯ法の運用方針」（122頁）
を参照のこと。 

５ 「前期繰越正味財産額」は、前々事業年度末の「次期繰越正味財産額」と一致する。 
６ 「次期繰越正味財産額」は、貸借対照表の「正味財産合計」と一致する。 

 

 

使途等の制約が解除されたことによる指定 

正味財産から一般正味財産への振替額 

「受取寄附金振替額」と同額をマ

イナス計上 
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 貸借対照表 

 

  令和5年12月31日現在 

 

特定非営利活動法人 手と手の森 

科 目 金 額 （単位：円） 

Ⅰ 資産の部    

 １ 流動資産    

  

 

現金 

預貯金 

未収金 

34,801 

4,888,608    

0 

 

  

 

 

 

 

   流動資産合計  4,923,409  

 ２ 固定資産    

  

 

(1) 投資その他の資産 

敷金 

 

0            

 

 

 

 固定資産合計  0  

資産合計 (A)   4,923,409 

Ⅱ 負債の部    

 １ 流動負債    

  未払金 

預り金 

13,891,955 

22,462 

 

 

 

 

 流動負債合計  13,914,417  

 ２ 固定負債    

 固定負債合計  0  

負債合計 (B)   13,914,417 

Ⅲ 正味財産の部        

前期繰越正味財産  -9,770,022  

当期正味財産増減額  779,014  

正味財産合計 (C)   -8,991,008 

負債及び正味財産合計 (B)＋(C)＝(A)    4,923,409 

（備考） 

１ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番とする。 
２ 前事業年度の末日現在における資産、負債及び財産を記載する 

３ 「前期繰越正味財産額」は前々事業年度末の「正味財産合計」と一致する。 

４ 「正味財産合計」は、活動計算書の「次期正味財産正味財産額」と一致する。 

 

（注） 重要性が高いと判断される使途等が制約された寄附金等（対象事業等が定められた補助金等を含

む）を受け入れた場合は、「Ⅲ 正味財産の部」を「指定正味財産」と「一般正味財産」に区分し

て表示することが望ましい。表示例は以下のとおり。 

Ⅰ 資産の部    

 １ 流動資産    

   ・・・・・・・・    

Ⅱ 負債の部    

  ・・・・・・・・・    

Ⅲ 正味財産の部    

 １ 指定正味財産    

 指定正味財産合計 ×××   

 ２ 一般正味財産    

 一般正味財産合計 ○○○   
 

 

使途等が制約された寄附金等の残高を記載 



財務諸表の注記  

1.重要な会計方針財務諸表の作成は、NPO 法人会計基準(2010 年 7 月 20 日 2011 年 11 月 20 日一部改正  

2017 年 12 月 12 日最終改正 NPO 法人会計基準協議会)によっています。  

（１）消費税等の会計処理  

消費税等の会計処理は、税込経理方式によっています。  

2.事業費の内訳  

事業費の区分は以下の通りです。  

(単位:円)  

科 目 啓蒙活動 保護活動  事業費計 備考 

⑴人件費       

 給与手当    0  

 臨時雇用金    0  

 法定福利費    0  

人件費計  0 0 0 0  

⑵その他経費      

 業務委託費 0 215,600  215,600  

 消耗品費 0 1,038,619  1,038,619  

 交際費  0 46,748  46,748  

 会議費  0 8,090  8,090  

 その他事業費 0 0  0  

その他経費計 0 1,309,057 0 1,309,057  

合  計 0 1,309,057 0 1,309,057  

 



 

 

 

 財産目録 
 

  令和5年12月31日現在 

 

特定非営利活動法人 手と手の森 

科目 金額（単位：円） 

Ⅰ 資産の部    

 １ 流動資産    

   現金預金    

    手元現金 34,801   

    旭川信用金庫 4,405,299   

    ゆうちょ銀行 483,309   

   棚卸資産    

    Amazonギフトカード 0   

   流動資産合計  4,923,409  

 ２ 固定資産    

  (1) 投資その他の資産    

    敷金 0   

  固定資産合計  0  

 資産合計   4,923,409 

Ⅱ 負債の部    

 １ 流動負債    

   未払金    

    ㈱グリーンフォレスト 13,829,759   

    Amazon 62,196   

   預り金    

    源泉所得税預り金 22,462   

   流動負債合計  13,914,417  

 ２ 固定負債    

   固定負債合計  0  

 負債合計   13,914,417 

 正味財産   △8,991,008 

  （備考） 

   １ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番とする。 


